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溶融した酸化物の構造解析のために、3000 K程度の高温で試料を保持し、XAFS（X線吸収端微細構造）測

定を実施する方法について検討した。本研究ではタングステン基板を通電加熱する方法を用いて SPring-8 の

放射光実験施設での高温 XAFS 測定が可能であることを確認した。 
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1. 緒言 

高温での酸化物の XAFS測定によって溶融燃料の挙動を予測する手法の開発に取り組んできた[1]が、酸化

物燃料を溶融状態にするためには、3000 K 程度の高温が必要であり、その状態で試料を保持し、XAFS 測定

を実施する必要がある。本研究では測定試料を塗布したタングステン基板(W 基板)を通電加熱する方法を用

いて、SPring-8 の放射光実験施設での高温 XAFS測定を実施し、その手法の可能性について確認した。 

2. 実験概要 

 測定試験においては、UO2の模擬物質として ZrO2を用いて試験を行った。酸化物試料の直接加熱は困難で

あるため、W 基板(厚さ 1～2mm)上に ZrO2をプラズマ溶射した試料を用い、通電加熱による昇温、XAFS 測

定を試みた。透過法では W 基板による X 線の遮蔽を防ぐため、基板中央部にピンホールを開け[2]その部分

を X 線が通るよう設計した。また、W基板による遮蔽の 

影響がない蛍光法においても高温 XAFS測定を実施した。 

3. 結果および考察 

 透過法では加熱時に各部分の熱膨張によって W 基板のねじれ

等が発生しピンホール位置がずれ、X 線が十分透過しない状態に

なってしまうため 2050 K が測定の限界であった。一方、蛍光法

では熱膨張による位置のずれはほとんど無視できるため 3000K

までの加熱時のスペクトルを得ることができた。図 1に蛍光法に

よる XAFSスペクトルを示す。温度を変化させてもスペクトルに

大きな変化は見られないが、詳細については次の発表で詳細検討

する。ただし、蛍光法の場合試料表面数十 μm の X 線吸収の情報に敏感であるため、基板や試料内部の温度

に比べて試料表面温度は低くなっている可能性があるため、表面温度の把握が必要である。 
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図 1.蛍光法による ZrO2のスペクトル 
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